
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【お知らせ】 

震災記録集と集落紹介冊子が出来上がってきました。 

冊子に仕上がるまで今しばらくお待ちください。 

【編集チームの活動を振り返って】 

・個人的には仕事や役職が色々と重なってしまったの

で、きつかった。「手伝うぞ」という人もいましたが、

なかなか頼めなかった。 

・便りの発行や記録集などができて、その結果が集落

の人達にとって、「出来ました」で終わりなのか、 

「あぁこういう取り組みってよかったね」と地域の

人が言ってくるのかがけっこう重要で、そのへんが

今のところ分からない。 

・「はたモン」のキャラクターができて、LINE スタン

プがリリースされたのはよかった。 

・記録集や視察研修で得たヒントなどがこれから取り

組みのきっかけになるといい。 
 

【これからの取り組みについて】 

・次年度も取り組みを継続するにしても、次のステッ

プとして具体性としっかりした目的があった方がい

い。また、何をするにしても人材と資金が必要です。 

・今の編集チームだけでは、今後どのようにしていく

のか決められないので、畑地区に適したメンバー構

成と取り組み内容を地区の中で話した方がいいと思

う。活動自体が面白くないとおかしくなる。 

・こういう取り組みは絶対大事なので、やりたいとい

う人が率先的にやらないとなかなか前に進まない気

がします。そもそも、やる意味が本当にあるのかど

うかをみんながどう思っているかですよね。 

【地区別版】第 6 号 平成 31 年3 月発行 

発行：畑地区編集チーム   

編集：西原村震災復興推進課 

はたモン便り第 6 号では、2 月の編集チーム会議報告のほか安全祈願祭、上毛町・玄界島視察研修、中面に工事

進捗状況についてお知らせします。 

 

 ■編集チーム会議報告  活動を振り返って 

 安全祈願祭 2/4 

2 月 4 日（月）午前 11 時 30 分からから畑・風当地区の安全祈願祭が行われました。式典は地鎮の儀や玉串

奉奠などの神事のあとに、発注者、来賓、施工業者の挨拶がありました。 

日置村長からは「熊本地震から 2 年9 ヶ月が経ちました。被災当時はどうなるものかと大変心配しておりまし

たが、地元の方々と村職員と幾度も話し合いを続けて、今日の日を迎えたということでございます。3 つの共同

企業体は、まず安全第一で工事をやっていただきたいと思います。地元の方々は、宅地を再生していただいた上

で住宅を建てなければなりませんので、そのことを思い工事に携わっていただければなと思います。来年の春ご

ろにはすばらしい地区ができているのではないかと思います。そうなれば、それぞれの方々が自宅の再建に進ん

で行くと思いますので、地域の方々にもご協力をお願いしたいと思います。」との挨拶がありました。 

畑・風当地区で 3 工区に分かれ、それぞれに建設会社（共同企業体）が工事を担当します。 

 上毛（こうげ）町・玄界島視察研修 2/16,17 

鍬入れの儀                      玉串奉奠（写真は畑区長さん） 

■福岡県上毛町有田集落（2/16） 

現在 16 世帯の小さな集落ですが、風景と人柄に惹

かれ空き家に移住者してきた世帯が 5 世帯。農家民泊

のほか、ワーキングステイというお試し居住でデザイ

ンやＷＥＢ等のスキルを持つ若者が参加し面白い取り

組みをしていました。 

 ライブハウスや夜市など地元の方自身が楽しんでい

る姿が伺えました。 

 「関係人口」を増やしていくことの大切さを学んで

きました。今後、人口が減少する状況の中で、人と人

の絆を広く深くしていくことで解決できることがあり

そうです。 
 

■福岡市玄界島（2/17） 

玄界島は平成17年3月に甚大な地震被害を受けま

したが、3年後の平成 20 年 3 月には大規模造成を伴

う住まいの再建を実現させた集落でした。 

玄界島運営委員会の会長さんから以下の復興のキー

ワードをいただきました。 

1）地元住民の団結力 

2）復興への目標 

3）地元復興組織の立ち上げ 

4）地域コミュニティ 

5）マスコミを味方にする 

 

 

■集落再生勉強会のご案内 3/13（水）19：00から山河の館にて 
 

どなたでも参加できます。お気軽にお越しください。 
 

1．基調講演：熊本県立大学教授 柴田祐氏 「住み継がれる集落をつくる」 

2．視察報告：五木村（1/26）、上毛町（2/16）、玄界島（2/17） 

3．各集落年間の取り組み発表：6集落の各編集チームから発表 

 

6 集落から 19 名、畑地区からは大塚義守さんと坂木啓司さんが参加されました。 

関心が集まった丸太のトーチ 

有田集落：ピザ作り体験後の集合写真 

玄界島：地元の方と話しながら斜面造成住宅地の見学 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 工事の進捗状況と今後の予定のお知らせ 

●滑動崩落対策工 【工事中】 

・地震の揺れにより滑り崩れた宅地について、地盤にセメントを

混ぜて固めるなどの対策を行い、地震に強い宅地にします。 

・工事発注が完了し、順々に工事を進めます。 

 

 

 

 

●擁壁工、補強工 【工事中】 

・地震の揺れにより滑り崩れた宅地について、擁壁を復旧したり、

既存の擁壁を補強します。 

・工事発注が完了し、順々に工事を進めます。 

 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

       

 

工事 工事発注 

10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

       

 

工事 工事発注 

●用地測量 【測量中】 

・道路を拡幅する箇所について、用地を分筆し買収するため、測

量を行います。 

・公図や登記簿等の資料収集、用地買収範囲の座標化等の準備が

完了し、現在、順次現地作業を進めています。 

 
10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 4月～ 

       

 

用地測量 

畑集落は、畑・風当地区（西方）の工区として、工事を行います。 

施工計画の検討、土質試験や資材調達など、前段の準備を進めるとともに、最初に施工する箇所

の工事の準備を進めています。工事や用地測量に際し、みなさまにご相談や立会をお願いする場

合がございます。ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 

（工事中） 

拡充事業により復旧する擁壁の一部

については、先行して工事発注して

おり、順次工事を進めています。 

工 事 発 注 済 

【2019 年 3 月時点】 

施工計画の検討、土質試験や資材調達など、前段の準備

を進めるとともに、最初に施工する箇所の工事の準備を

進めています。 

小森水道の水道管の工事

を行っております。 
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